
北海道渡島半島諸地の家印屋号（その一）

北海道渡島半島諸地の二二屋号（その一・）

茅部郡南茅部町尾面部見日の家印屋号

       岡   野   信   子

  一、はじめに

       おしま                 いえじるし
 北海道南西部の渡島半島諸地の家々は、「・今・などの家印で自家を表示し、それを屋

号として来た。平秩東作は『東遊記』（天明4年、1784）の附録の章に次のように記して

いる。

   緋網はさし網引。（筆者中略）上ノ国（筆者注、現在の檜山郡上ノ国町）にあば縄、

  あば板有。又八九寸四方なる板に、家々の印を木にて刻み（筆者中略）。しるしは蔵の

  鍵、草木の形に家々の印し有。船機あば板など、漁猟に遣ふ品には家の印しあり。（北

g

o

塗
半
島σ

看森

北海道

。

／i
  o
 口

瀬棚町

  ．都町

島牧村  黒松内

   歪
今金町讃

   北檜山町

    憲八
静  雲

v松前町

渡島半島域

熊石   町     砂原町

      森町        鹿部町 乙部町

江差las厚沢部町嚇翻・

     上磯町   函館市    lt法華村

            恵口」町 上ノ国町
    木古内町     戸井町

松前町

知内町

福島町

青森
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  光書房刊、北門叢書第二冊、国書刊行会複刻削、昭和47年4月）
      いえじるし
 漁具などに家印をつけることは、その所有を明らかにするものとしてうなずけるが、

旅人がこれに注目しているのは、当時としては珍しい風俗だったのであろうか。

 また松浦武四郎（弘）著『蝦夷日誌』（嘉永3年、1850）の「巻之五」には次のような記

述がある。
                さわら かかりま
   カカリ澗村（筆者注、現在の砂原町掛澗）人家三十軒。小商人一軒。漁者のみ也。

  （筆者中略）此村にて宿を乞けるに旅籠屋と云ものも陸運、漁者の司と云内に一宿を

  乞けり「。此村も松前・箱館辺にならひて其家名を呼ばで印をもて通用とするなり。（『函

  館平坐資料編年一巻』、昭和49年3月、函館市）
          しるし
   著者は弔という印が通用の家の名であることに注目し、松前・箱館辺の習俗にな

  らったものとしている。

   もっとも松前、江差などの大きな商家は商標としての家印とともに別に屋号も有し

  ていた。『新北海道史第二巻通説一』（昭和45年4月、北海道）には、宝暦8年（1758）

  の「牛浜家名控」によるものとして卦角屋、命中屋、冬釘屋など、多くの商家の商標

  （耳印）と屋号とが記されている。平成8年8月、亀田郡大野町の光明寺で拝見させ

  ていただいた江戸期の過去帳には、俗名を坂田屋林兵衛娘のように記したものもあり、

  拳与吉のように記したものもあった。その生業はわからない。明治5年以降は姓名が

  記されているが、まれに家印と姓名が併記されているものもあった。

   ところで今日、渡島半島域の諸地では、この家形が屋号と理解され、使用されてい

  る。それは、先にあげた松浦武四郎の『蝦夷日誌』に記されているのと同じ状況であ

  る。『鹿部町史』（平成6年3月、茅部郡鹿部町）には「郷土鹿部で屋号と呼んでいる

  のは、家の印・家印としての記号・符号である」との説明があるが、この状況は鹿部

  町にかぎらない。日常に屋号を用いているためであろうか、鹿部町は平成6年1月に
                           ふみづき
  「鹿部町屋号電話帳」を出している。また亀田郡大野町文月地区町内会も平成6年

  3月に「屋号入り文月地域電話帳」を出しているが、こちらでは「屋号の使用が衰え
                    に し
  かけているので」ということであった。爾志郡熊石町青年団体協議会は平成元年4月

  に『熊石町の屋号 ふるさと調査シリーズPART 2』を出している。また町史におい

  ても『戸井町史』（昭和48年3月、戸井町役場）・『南茅部町史』（昭和62年3月、・南茅

  部町）・『鹿部町史』（平成6年3月、鹿部町）などが屋号をとりあげて説明している。

  筆者が眼にし得なかったものも多いかもしれない。教育委員会などに電話で問い合わ
         すつつ                  ぜにがめざわ
  せた回答では、寿都郡寿都町、また函館市では銭亀沢で、今日も屋号が使用されて

  いるということであったが、それらも家印すなわち屋号である。なお、函館市役所市

  野駒さん室、また郷土史家荒木恵吾氏から、本土域の津軽・南部の漁業地区も家置屋

  号を用いているようだとの教示も受けた。
                            おさつべ
   以下には渡島半島の南東部に位置する茅部郡南茅部町尾札部の一町内会である
  けんにち
  見事の国印屋号をとりあげて、その全相を見、考察を加えたい。見日の屋号をとり
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北海道渡島半島下地の家印屋号（その一）

あげたのは、ここが郷土史家荒木恵吾氏の生地・居住地であって、調査に際して荒木

ご夫妻の惜しみない教示と協力をいただけたためである。調査期間は平成8年（1996）

8月7日から12日までの6日間である。

二、見目の概況

 地名の「ケンニチ」（上部の線はアクセントの高音部を表している。以下同じ）はアイ
               はん
ヌ語kene-ni-us-i（ケねにウシ）（棒の木の群生している所）で、「見日」は当て字である

と、荒木氏は教示された。ここは暦日一と見日二に区分されているが、太平洋に沿うた一

筋の集落である。見日二が古くからの集落で、見取一は戦後に家がふえたという。世帯数

と人口は見日一が49世帯、見日二が52世帯、計101世帯で、人口は358人である（平成8年

8月現在）。

 見日の家々の中には4代め、あるいは5代めという家々もあったので、集落は江戸後期

には形成されはじめていたと思える。家々の出身地については道内という回答もあったが、

青森県下の下北半島の地、石川県能登半島の地という答えがわりあいに多かった。秋田県

という答もあり、また新潟県の佐渡という一家もあった。人々の説明の中で「先祖は○○，

家にわらじをぬいだ」ということばが何度か耳を打った。「北海道に渡り見日に来て、○

○家の世話になり、身元保証人にもなつ，てもらい、そこで働いた」と説明しているのであ

る。その人々がやがて独立し、あるいは別家（分家）も出し、古くからの家々やその分家

とともに今日の見日社会を形成してきた。

 暦日の主たる生業は漁業で、大部分の家が専業漁家である。沖合漁業の家も数軒あるが、

沿岸漁業が主で、近年は鮭の艀化もおこなっている。昆布漁は天然・養殖ともに盛んで、

その品質の優れていることで有名である。出荷できるように仕上げた昆布を選別して等級

を定める作業は共同でおこなわれ、これを「コンブユイ」（昆布結い）と言っている。昆

布採りの時期は7月20日から10月末までと限られているので、この時期以外は本土域に、

また道内にも、働きに出る漁業者も多いという。

 見日の家々は漁業のかたわら、自家用に馬鈴薯・大豆・南瓜その他の野菜を作ってきた。

米はできないので購入する。主食の一部ともなる馬鈴薯栽培はことに盛んで、馬鈴薯の種

まきが春の最初の「ユイコ」（共同作業）であったと、60歳代の女性は語った。「ユイコ」

の名はこの外には聞かなかったが、山仕事や墓掃除なども何軒かの共同でおこなうといっ

たまとまりのよさを、見日社会は見せていた。

三、見聞の家印屋号の総体とその構造

                       いえじるし
今日、見日で屋号とされているのは、（∋・因などの家印であるが、この種のもの以外

にも家の呼び名はいくらかあった。例えば現在、奏（イチヤマダイ）を屋号とする家は以前
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は「オンパタヤ」（大畑屋）と呼ばれていた。青森県下北半島の大畑村（現在は大畑町）

の出身であるところがらこの呼称が出ている。高年者は現在もこの呼称を記憶しているが、

この家がみずから、「大畑屋」と物に記すことはなかったという。この呼称は周囲の人々が

しぜんに呼びならわしたもので、この家の名乗りではなかったのであろう。またZ．K（イチ

ヤマボシ）家は以前は染物屋であったので「ソメヤ」と呼ばれていた。本家の下め位置に

分家した刃（カネダイ）家が「シタノエ」（下の家）とも言われていたのは、本家の人々が

そう呼んでいたのに、まわりの人々もならったのであろうか。山越ししていく坂道に住居

のあった家は「サカノエ」（坂の家）と呼ばれることもあった。また現在は見覚にいない

家であるが、掛け売りをしなかった商店は「ゲンキンヤ」（現金屋）と呼ばれていた。周

囲の人々がしぜんに呼びならわしたこれらの呼称を、三日の人びとは屋号とは考えていな

かったようである。

 見日の人びとが屋号とする家印屋号はこれらの自然発生的な呼称とは異なり、その家の

作製したものである。すなわち名乗り屋号である。以下に分類整理してあげ、その読みを

添える、読みの上に線を施した部分はアクセントの高音部である。 ．1

1、家印屋号総体            1

 0系屋号

⑪マルヤマ・㊥マルカイ・⑪マルカワ・㊤マルジョー・㊥マルショー・㊥マルホン・㊥

マルホン・㊨マルゼン・㊨マルキチ・㊥マルトヨ・⑳々ルカ・①マルチョー・eマルイ

チ・㊥マルジュー・㊥マルイ・◎マルコ・⑦マルワ・②マルマス・㊥マルイゲタ．計19

屋号

 □系屋号

囮カクヤマ・因カクダイ・圃カクイシ・団カクチョー・圃カクヨシ・日カクイチ計6

屋号

く系屋号

全ヤマショー・全やEショー1今やマ葺・全ヤマジュー・会や石ン・命やV7・倉やE

ハ・分ヤマカ・令ヤマト・令ヤマヤ・パホシヤマ 11屋号

 一1系屋号

岡カネヤマ・司カネイシ・周カネイワ・松iカネマッ・ユ］カネジョー・天1カネダイ・天iカネ

タ・召カネキチ・列カネキュー・定1カネサダ・澗カネジ・網カネホ・魍カネチュー・作1カ

ネサク・寸iカネスン・三］カネニ・ヨカネサン・『『カネジュー・弔カネセ'ン・羽カネイ・下1

カネト・刊カネヤ・副カネエス 23屋号

 玉葉屋号

釜シメジョー・稀シメフク・iシメイチ・釜シメニ・6シメマル 5屋号

 X系屋号

害ッゲキチ 1屋号

 ヌ系屋号
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北海道渡島半島諸地の家印屋号（その一）

×リューゴニ 1屋号

 大系屋号

杳ダイキチ・杢ダイニ・奎ダイサン・秀ダイマン・杏ダイマル 5屋号

 又系屋号

柔マタホン・祷マタシン・苧マタチョー・羊マタジュー・各マタコ・予マタリ・蕎マ差歯

ン 7屋号

 入系屋号

杏イレコ・杏イレコ・今イレサ 3屋号

 一系屋号

楳イチホ・干イチジュー・ヨイチコ・5イチマル 4屋号

 文字と文字で形成されている屋号

Wpヤマジルシ・命ダイジルシ・昂イジルシ・巴ヤマイチ・缶ニヤマ 5屋号

 三要素屋号

癸イチヤマダイ・否イチヤマカ・すイチヤマソ・不：イチヤマボシ・王1カネジョーイチ・璽

カネホンイチ・困カネタイチ・㊥マルジューイチ・図カクオビリョーゴ 9屋号

 その他

ヒボー二・土ホシニ 2屋号

 以上の101屋号は99家の屋号である。調査時の卵色の戸数は101戸であったが、このうち

2家は最近の転住であり、かつ漁業を営んでいないので屋号はつけないのだという。一方、

新旧二つの屋号を有している2家があるので屋号総数は101となった。すなわち⑤と◎、

また璽と咽はそれぞれ同一家の新旧屋号である。一方、ここにあげた屋号の中には同一屋

号が三つあるが、そのうちの全は父と子が別世帯で同一屋号を持っている。また杏二家は
                             きなおし
本家と娘婿の家の屋号である。また㊥を名乗る二家のうちの一家は木直地区からこの屋

号を持って転住して来た家である。両家はその居住場所が見日一と見日二とに分かれてい

るために、これも日常使用上の混乱はない。

 家主屋号の読みかたはそれぞれに添えているが、文字または符号を符号で囲んでいるも

のは、外枠となっている符号をまず読み、次に枠内の文字または符号を読む。家印が上下

の二要素あるいは三要素で形成されているものは、上から下へ読んでいく。

2．家立屋号の構造

 見当り家印屋号の多くは㊧・画のように符号と文字とで形成されているが、⑭やパの

ように符号と符号で形成されているもの、また節や缶のように文字と文字とで形成されて

いるものもある。すなわちいずれも複素屋号で、単比屋号のものは逐日にはない。二要素

のものが多いが、奏のように三要素の家印もあることは、先の屋号総体に見えている。見

日の三要素家印に共通する一要素は漢数字一である。

 裏印の外枠をなす符号には○（マル）・□（カク）・〈（ヤマ）・「（カネ）・×（シメ）・

X（ッゲ）・X（ヌ）（リューゴ）がある。ツゲはチガイ（違い）がチゲ〉ツゲと音変化し
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た読み方である。また文字の上に置かれた大・又・入・一は符号相当と見える。家印に用

いられた文字は漢字がもっとも多いが、漢数字がこれにつぎ、片仮名もかなり多く用いら

れている。平仮名を用いたものは、命と倉の二例を数えるばかりである。ローマ字を用い

たものも調の一例がある。

四、社印屋号の造形事情と作成者

 すでに見てきたように家探屋号の形はさまざまに作られているが、それらにはわが家の

繁栄を願う心情の託されることが多い。一方、本家とのつながりを家印の上に示そうとの

意向も見え、あるいは夫の本家の屋号と妻の実家の屋号とを合わせて新屋号を作った工美

の見える屋号もある。また戸主の名、あるいはその家の姓の一字を入れた家風もあって造

形事情は単純でない。

1、願望の記号化

 屋号に託される願望は言うまでもなく一家の繁栄である。たとえば⑪の当主は「この
             かっくみ                               ロ
屋号は自分でつけた。本家は川目（地区名）の㊥であるが、私は山ほど金がたまるよう
                           まる
にと願いを託して⑭とした」と語った。『鹿部町史』には、「○は金運・福徳・円満をあ
    かね                               また  いり                     やま

らわし、「はお金と同音で富をねがう意味である。又や入も招福の意で縁起がよい。〈
                             つげ
は身代・財産が山ほど積もることである」と符号の説明がある。×については荒木恵吾

氏は「たがいに支え合う形だ」と説明された。
              ぜん
 又系屋号の中にある蒼の◎（銭）は江戸期の銭貨を象っているから、致富の願いを具
            ます
体的に見せている。一方、□については、かって民俗研究者の伊藤彰氏から「魔除け」

であるとの教示を受けている。荒木氏は「桝ではかるほどに財貨を得たいの心情をこめた」

と言われる。いずれであれ⑭も富を願い福を祈る心情を託した屋号である。ところでX（〉く）

（リューゴ）にはどのような願いが託されているのであろうか。沼田頼輔著『日本紋章学』

（昭和50年10月、人物往来社）には、×（輪鼓・立鼓）は申古時代に使われた玩具で、後

に紋章として用いられたとある。家紋よりは日常的な家印にこれが用いられているのは、

単にその図形にひかれたのであろうか。あるいは「リューゴ」に「竜」を連想して、一家

の隆昌を願う心情を託したものであろうか。

 馬印屋号に用いられている文字の中には、その細査を作った時期の戸主の名の一字を

採ったもの、また姓の一字を採ったものもあるが、招富・招福の願いを託したものも多い。

又・入・山はすでにあげたが、大・太・上・吉・福・松・万などにもその願うところが明

らかに見えている。

2、本家屋号の継承と展開

 分家の家印屋号には本家の耳印屋号へのあやかりを見せるものが多いが、そのあやかり

方はさまざまである。

 （1）本家屋号の符号を継承する

（14）



北海道渡島半島諸地の家印屋号（その一）

 これはもっとも多い。たとえばざの長男の家は6、次男の家は播であり、6から至が出

ている。また団の分家が囮、令の分家が今、司の分家が刃、ただし瑚は現在は函館在住

である。また倉は余の分家、令は合の分家、面はO■の分家、冒は習の分家、稠は刃の分家

など、この類はきわめて多い。

 （2）本家屋号の文字を継承したもの

 羊は干の分家である。Wpの次男の家の屋号は！f！、三男の家は命である。なお、命の大は

妻の実家の家印にちなんだものであることは後に述べる。

 （3）本家屋号に漢数字一を加えたもの

 工］はヨの分家、因は刃の分家、否は分の分家である。また現在は見日を出ているが、金

は同じく分の分家で、秀の弟である。

 （4）本家屋号の符号を文字に変更したもの

 分の分家は本家家印のくを山に換え、話という新符号を作っている。

 （5）本家の屋号との関連性を見せないもの

 たとえば王家は次男が相続して頼を名乗っているが 分家した長男の家の屋号は㊥で、

本家屋号との関連性を見せない。これは本家からの独立の心情を託した意図的な命名で、

「海」は姓の一字である。条の長男は家を出て新屋号司を作っているが、これも同様の例

であろう。司の子孫は現在は函館在住である。

 （6）一族の爪印屋号例

 本家屋号へのあやかりの状況を見るために、以下に分家の多く出ている一族の屋号を二、

三あげる。ただしそれぞれの分家が出代めに出た分家であるかは明らかにし得ていない。

まず見日でもっとも古い家と言われている癸家とその一族の屋号を見る。

 この一族のばあいは「大」を継承している。本家が夷と三要素屋号であるのは珍しい例

であるが、荒木恵吾氏の教示によれば、先祖は八（イチヤマヤマ）（飯田屋）という大商

人の家に船頭として働いていたことがあるということである。夷には、主家の商標（家印）

へのあやかりの心意が託されているかもしれない。

 次にあげるのは条一族の屋号である。
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条

         くろわし
公（柔の分家。子孫は三三在住）

L困＿（青森県八戸に転住）

  L固
刀（長男が分家して新屋号を作った。子孫は函館在住）

L刃（刀の長女が婿を迎えて分家）

条一一
予一m；［ヒ1ξi量ミ

予の当主（80歳）は、自身は三代めで先祖は条に“わらじをぬいだ”と語った。

不一族のばあいは次のとおりであった。

   網（長男。分家）

 この一族のばあいも、長男が屋号を継承していないのは独立意識であるという。

3、夫の本家屋号と妻の実家の屋号の合成

 この屋号形成法によるものはかなり多い。㊤家は当主の父が初代である。父は大野町

から見日に来て⑳家の養子となったが後に一家を創り、その家印屋号は本家の○と妻の

実家の命の上を合わせて㊤と定めた。また全の当主も二代めで、初代は合から出ている。

初代の妻の実家の耳印屋号は『であった。傘は合のくと羽の十を合わせたものである。面

のばあい、戸主の本家屋号は司、妻の実家の屋号は昂であった。この両屋号の合成屋号が

闘である。またローマ字入りの家印屋号團は当主の父の代に造られたものであるが、これ

は父の出た家の屋号調の■と、母の育った造船業の家、三池SimoikeのSとを合わせた屋

号である。

 このように夫の本家の屋号と妻の実家の屋号とを合わせて新屋号を作ることを三日の

人々は特別のこととは感じていない。ただし農村である亀田郡大野町文月の屋号にはこの
                             こおり
種のものはなかった。家印屋号ではないが、島根県隠岐郡五箇村郡でも、夫婦の家元の

屋号や姓を合わせた屋号を作っている。ここは農業を主とする集落である。また山口県の

日本海の島々である見島・大島・青海島には、夫婦名を合わせた人名屋号を持つ家々があ

る。一家創立に当たり、夫婦の家元の屋号、また夫婦の名を合わせて屋号を創ることはこ

の外の諸地にもあるかもしれない。
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4、戸主の名、または姓にあやかった屋号

 ㊨・㊥・㊥・企・今・帽の戸主名はこの順序に善助・正憲・豊・正・与一・信作であ

る。なお、すでに代が替わってわからなくなっているが、屋号作成時の戸主の名を入れた

屋号はこのほかにもあると思われる。妻の名にあやかった屋号には出会っていない。一方、

㊥・⑪・㊥・⑦・◎・稠の姓は、順に海老原・川端・本間・渡辺・小納・小松である。

各戸が姓を持つようになった後も、家表示のためには屋号を作った状況がここに認められ

る。

5、そ の 他

 見日には屋号を譲り受けた一例もある。㊥は日用品を商う店の屋号であるが、亀田郡
ななえ
七飯町からここに移り住み、この店を譲り受けた現店主は、屋号もそのまま譲り受けた。

七飯町時代に使っていた国の屋号は今は使っていない。なお見日の屋号で具体的に指摘

することはできないが、屋号の造型では、栄えている家の屋号にあやかることもあったよ

うである。荒木恵吾氏の教示によれば、尾札部には以前、杏（ダイウロコ）を屋号とする

家が栄えていた。その時期には、その家と親戚関係にない家々も、五ゴ（イチウロコ）・囚

（カネウロコ）などの屋号をつけることが一種の流行であったという。

6、家鼠屋号の作成者

 見日社会の家々は、新しく転入して来た2家以外はすべて家紋屋号を有していることは、

すでに見てきたとおりである。それを考え作ったのは誰たちであろうか。⑪の当主が「こ

の屋号は自分でつけた」と語っているように、一家創立の時にその戸主がみずから作るこ

とも多かったと思われる。一方、分家の時に本家が作って与えたということもあった。親

しい寺の住職に依頼して作ってもらった、漁業組合に頼んだなどとの説明もあった。その

作成は、あらたまって長老に依頼するといった格式ばったものではなかったようである。

日常に見なれ聞きなれていて、誰もが家印屋号作成法を心得ていたと思われる。作られた

玉印屋号は日常生活の中でしぜんに忌日社会に広がり人びとに覚えられた。不日では、た

とえば本土域の島根県隠岐郡五箇村で行なわれていた屋号披露の宴などはなかったという

ことである。

五、家印屋号の使用状況

 見日の墓所の墓には、その台石に家紋、前に置かれた花立台に家印屋号が記されている。

この位置が逆になっている墓、あるいはどちらか一方だけの墓もまれにある。このように

墓に家印屋号を記している状況は亀田郡大野町文月の墓地、また大野町の西光寺の墓地で

も見かけた。また南茅部滝川汲公園に建っている平和観音像の台座には昭和26年9月建立

とあるが、これの建立に寄進した家々の名はすべて家鼠屋号で台座にびっしりと記されて

いる。姓名は記されていない。またその隣…の観音像の建立の時期は昭和56年10月とあった

が、これにも寄進者はすべてその丸印屋号で記されている。
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 このような状況は、この地域では家印屋号がかなり公的な家表示でもあることを見せて

いると思われる。ただし町役場の公的な文書には言うまでもなく姓名が記されており、小

学校の生徒名簿も同様である。もっとも教師の手控えの生徒名簿には家々の家印屋号も添

えられているという。家庭訪問のためにその住居の位置を生徒に尋ねると、「イチコノ

トナリダー」（イチコという屋号の家の隣だよ）のような返事が返ってくるからである。

親たちの会話を聞きなれているので、子供たちにも屋号は身近かである。

 大人たちは日常会話の中で人びとを話題にのぼせる時、また呼びかける時には「リュゴ

ニノ トーサン」（×のご主人さん）「イレコノ カーサン」（杏の奥さん）のように屋号

を用いており、またたとえば電話で自家を名乗る時にも「リューゴニダー」のように屋号

を名乗っている。祝儀・不祝儀の金包み、また盆・暮の贈答の品には屋号と姓とが記され

ている。たまたま見日滞在の時に漁業組合から尾札留地区へ向けた放送を耳にすることが

あったが「タダイマヨリー テンネンモトゾロエコンブー オヨビ ヨーショクモトゾロ

エコンブノー セッメーカイオー マルダイイトーサンタクマエデー オコナイマスノデ

…」（唯今より天然元揃え昆布及び養殖元揃え昆布の説明会を㊧伊藤さん豊前でおこない

ますので…）と、その場所を屋号と姓で指示していた。

 同姓もわりあいに多いので、このように屋号を使用することは家々を弁別するために有

用であるが、有用・無用はさておいて、屋号で呼ぶこと、名乗ることは根強い習慣になっ

ている。ただし屋号の通用する範囲は、特別に広く知られている家を除いてはその集落内

であるという。つまり通日の家々の屋号は見日収会内での通称であり正称でもある。

 ところで今日、このように用いられている家印屋号は、本来は漁具や農具、あるいは什

器を収めた箱などにも、これを書き、押印し、刻印し、あるいは焼印をして、その物の所

有の家を明らかにするものであった。一方、昆布や魚などを市場や組合に出す時、それを
   たてむしろ
包んだ建莚に、ポンポンと呼ばれたスタンプで押印して、荷主を明示するものでもあっ

た。が、家声をこのように用いることは衰退して、現在はもっぱら集落社会内での家表示、
                      いえじるし
家呼称として生きている。三日の人々はこれを「幼心」などと呼ぶことはなくて、単に

「屋号」と呼んでいる。このような状況は、渡島半島の底地においてもほぼ同様なようで

ある。たとえば『戸井町史』第十二章にもこのような旨の記述がある。また『熊石町の屋

号』にも、「印（しるし）として使用されなくなっているのはハッキリと現われているが、

地区によっては年配者を中心にことばの屋号としてまだ多く使用され、名字を呼ばずに屋

号で呼びます」とある。

六、おわりに

 ここに見てきたように、重日社会では全屋号が家事屋号、すなわち記号屋号で、家の名

としてこれを口にする時には、その記号を読んでことばにするのである。読み方に一定の

ルールがあることはすでに述べた。集落社会内の全屋号が記号屋号であるという状況は、
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渡島半島域では一般的であるが、日本全国の屋号状況の中ではいかがであろうか。

 本土域の津軽・南部の漁業社会も家印を屋号としているということであるが、筆者は調

査していない。一方、徳島県阿波郡阿波町の『阿波町史』（昭和54年ll月、阿波町史編纂

委員会）「才三節屋号」、また『うずしお文藻』X・ 4号（昭和62年3月、四国女子大学文学

部国文学研究室）に掲載された、元木一江・新居利恵両氏の「徳島県阿波郡の屋号語彙」

によれば、この地域にも記号屋号を持つ家々が多い。ただし、記号屋号以外の屋号を持つ

家々もあって、全戸が記号屋号である見日とは状況が異なっている。なお、阿波町、阿波

郡の記号屋号は農家、ときに商家の屋号である。また筆者は九州北部の福岡市志賀島の漁

業地区でもいくらかの記号屋号を聞いている。これは本来は市場への出荷のため、あるい

は営業のための屋号であったものが、近隣社会における家の呼び名にもなったものである。

 広く全国を見る時、商家は商標としての家印を持つことがあり、それをそのまま屋号と

することもあった。一方、農家・漁家は農具・漁具などに記名する代わりに、簡単な記号

を焼印で押すなどのことをした。ただし屋号はこれとは別にあることが多い。このような

屋号と家印との二重表示にくらべて、家印屋号のみによる家表示は単純簡明であると思え

るが、この種の屋号の全国分布状況は明らかにし得ていない。

 見日社会では、家印屋号を作ることは比較的最近までおこなわれていた。たとえば今の

当主与一氏は、昭和4◎年ごろ、令から分家した時、この屋号を自分で作ったと語った。見

日社会内に分家がふえない以上、新屋号の作られることはないが、屋号使用が今日もきわ

めて盛んなことは、すでに見てきたとおりである。もっとも、今日、渡島半島域の台地で

はかならずしも屋号の使用はさかんではない。見日と同時期に訪うた農村の亀田郡大野町

文月では、高年者には屋号は記憶されているが、その使用はかなり衰えているということ

であった。この地に代々生活しておられる高田冨士矢氏は、衰退の理由として、転入の家

が多いこと、また農業の機械化に伴って「ユイコ」（共同作業）の慣習がなくなったこと

をあげられた。

 今後、都市化の波は渡島半島域の農業社会にも漁業社会にも、これまでよりはいちだん

と強く押し寄せるであろう。その時、家印屋号使用の状況がどのように移り変わっていく

か、'今後に注目したい。
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